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メ ダカ の卵巣壁 と卵管の微構造と神経支配

金沢大学医学部解剖学第一一 講座 く主 任 こ 本陣良平教授1

東 元 囁 子

山 下 利 夫

本 陣 良 平

く昭和5 9 年1 0 月2 7 日受付I

メ ダカ卵巣壁と卵管の 徴構造と神経支配 を， 電子顕 微鏡と組織化学的方法 に よ り検索 した．
メ ダカ

の卵巣は卵巣壁 をも つ 葉状の 器官で ， 種々 の 発達段階の 多く の 卵胞 を含ん で い る ． 卵巣壁は ， 上皮細胞層，

平滑筋層， メ ラ ニ ン細胞層か ら構成さ れ てい る ． 筋層中に は， 無髄神経線推の 微細な神経網と卵巣壁間質

細胞が存在す る． 卵胞膜細胞 の 突起が， 卵巣壁間質細胞 と密接 して い る． 組織化学的検索 に よ れ ば， 微細

な神経網 はアセ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性陽性の癌状腰大線推か ら な る． 電顕像に よ れ ば， 癌状腰大は

軸索の腫大部 と して観察さ れ る． 軸索腰大部は ， 多 くの 無顆粒性小胞 と大顆粒性小胞 を含み ， 部 分的に

S c h w a n n 細胞の 鞠 を欠い て い る ． 軸 索腫大部は以 下の 2 型 に 分類 され る ニT y p e － Dく遠距離 シ ナ プ フり， こ

れ は微細な神経束の走行中に 位置 し， 平滑筋細胞の 組織腔 に 露出 して い るニ T y p e － Cく密接 シ ナ プ スl ， こ れ

は平滑筋細胞の陥凹部 に 密接 し て い る．
T y p e

－ D とT y p e
． C の 比 は 1 1 ニ 9 で あ る ． 無顆粒性小胞と顆粒性小

胞の数比 は 6 こ 1 で あ る ． 卵管壁は上 皮細胞層と多く の 卵管問質細胞 を含む厚 い 層と で 構成さ れ て い る ．

無髄神経線維の軸索 は， 卵管問質細胞 と密接 シ ナ プ ス を形成 し てい る． 卵管の 密接 シ ナ プ ス に は
，
多く の

無顆粒性小腹と大顆粒性小胞が含ま れ て い る
． 無顆粒性小胞と大頼粒性小胞の 比 は 2 こ 1 で ある ．

K e y w o r d s c h oli n e r gi c n e r v e fib e r
，
S m O O t h rn u S Cl e c ell

，
i nt e r stiti al c ell

，

O V a ri a n w all
，
O V id u c t

，
m ed a k a

メ ダカ の 卵巣 は その 壁が 収縮す るた め ， 卵巣全体 が

腹腔内に お い て常 に 律動的に 収賭 して い る り． こ の 律

動収縮運動 は， 卵巣壁 の平滑筋細胞の 収縮 に よる こ と

が知 られ てい る2I ． メ ダ カ卵巣で は， 卵管に 近 い 部に 卵

巣腔があり， 卵巣腔 に 画す る 壁 は特 に 厚 く約 30 メ111

で ， そ のう ち筋層は約 20 ノJ m を占め る． 卵巣腔内に 成

熟卵子 が 20 個な い し30 個蓄積す る と， 卵巣腔壁の 収

縮に よ り， 卵子 は卵管 へ と送り 出され ， 泌 尿生 殖乳頭

の 後方に 位置す る総排泄腱か ら体外 へ 産卵 され る．

メ ダカ卵巣腔壁や卵管の微構造 に 関 して は， 幾 つ か

の 報告が 見られ る
2 削 が

， 詳細な 知見に 乏 しく ． 不明 な

点が多い ． 特に 律動収縮 に あ ず か る平 滑筋細胞の 神経

支配 に 関して は， ほと ん ど触 れ られ て い な い ． 今回 は，

メ ダ カ卵巣壁と卵管の微構造 お よび ， こ こ に 分 布す る

神経終末を電子顕微鏡観察と組織化学的方法 に よ っ て

検索 した の で 報告す る．

材 料お よ び方法

工
． 実験動物

成熟 ヒ メ ダ カ く0 り管ズが 如 如sl の 雌を実験動物 とし

て 用 い た．

工工
． 光顕 検索法

卵管 を含 む尾 鰭周辺組織と卵巣 を 1 0 ％ ホ ル マ リ ン

に 固定， パ ラ フ ィ ン包埋 ， ヘ マ トキ シ リ ン ． エ オ ジン

染色 を施 し た． ま た
，
電頭検索用 に 作成 した エ ボ ン包

埋 試料 の 約 1 ノJ m 切 片に ， トル イ ジ ン ブ ル
ー 染色 を施

し， 組織部位の 同定 に 用 い た
．

m ． 組 織化学的検索法

1 ． カ テ コ ー ル ア ミ ン検出法

力 テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出の た め の ホ ル ム ア ル デ ヒ

A b b r e vi a ti o n s こ T y p e C ， t y P e Of c o n t a ct s y n a p s e 三 T y p e D ， t y p e Of dist a n t s y n a p s e ．
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ド
． グル タ ー ル ア ル デ ヒ ド ． シ ョ 糖 固定法 くf o r m aト

d eh y d e
－

gl u t a r a ld eh yd e
－

S u C r O S e fi x a ti o n m e th o dl 4I

を用 い た ．
こ の 方法に よ ると， 組織中の カ テ コ ー ル ア

ミ ン は黄緑色の 螢光を発す る．

2 ．
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ

ー

ゼ活 性染色法

アセ チル コ リ ン エ ス テ ラ
ー ゼ括性検出の ため の ル ベ

アン酸増強法くr u b e a n i c a cid － e n h a n c e m e n t m e th o dl
51

を用 い た ．
こ の 方法 に よ る と ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ

ラ
ー ゼ活性陽性部位が 黒 色に 特異的に 検出さ れ る．

IV ． 電顕 検索法

卵巣壁 お よ び 卵管の 電顕検索 に は
， 組織 の 小片を

2 ． 5％ グル タ ー ル ア ル デ ヒ ド
． 0 ． 1 M 燐酸緩衝液くp H 7 ．

41 に ， 4
0

C で 6 0 分か ら 2 日間前固定， 締 切後 0 ． 1 M

燐酸緩衝液中で水洗， 1 ％四酸化オ ス ミ ウム ．0 ． 1 M 燐

酸綬衝液 で 90 分後固定， つ い で エ タ ノ ー ル 系列 で 脱

水， エ ボ ン 飢2 に 包埋 し薄切片 を作成 した ． 薄切片に

は酢酸ウ ラ ニ ル と ク エ ン酸鉛の 二 重染色を施 し， H U －

12 型 あ る い は 臥500 型電頗に よ っ て観察 した． そ の ほ

か 卵巣壁の 筋層の 神経終末 の 検索の た め に ， T r a n z e r

ら
6I
の 重 ク ロ ム 酸固定法 を用 い た． こ の 方法 に よ る と

，

神経組織中の カ テ コ ー ル ア ミ ン 含有物が極 め て 電子 密

度大な物質と し て 検出され る ．

成 徳

工 ． 卵巣壁と卵管の 光顕 所 見

メ ダ カ 卵巣の 最外表 に は 一 層の 中皮細胞が あ り， そ

の直下に は卵巣壁が存在 し， 種 々 の 発 達段階の 卵胞 を

含む卵巣実質を取り囲ん で い る
． 卵巣壁 は卵巣の 後端

Ph o t o l ． O v a r y くO V A J a n d o vi d u ct くO V IJ o f th e
m e d a k a ． O v a ri a n w a ll くO W l i s o b s e r v e d f a c in g
th e o v a ri a n l u m e n くO L l ． H e m a t o x yli n － e O Si n
S t ai n l n g ニ X 15 0 ．

7 3 7

の 卵巣脛の 部 で は著しく 厚く な り
， 卵管壁に 移行 し て

い るく写真1 う． 卵巣腔 に 画す る卵巣壁 で は， 卵巣腔の

内腱 か ら 外方に 向か っ て ， 単廟柱状上皮
， 内縦 ． 外輪

平滑筋層く卵巣壁間質細胞，i n t e r sti ti al c ell of o v a ri a n

W aユ1 を含むJ ， メ ラ ニ ン細胞層が層状に 並 んで い るく写

真2 ユ． 卵管 は単層柱状上皮と ， 紡錘形な い し星形で細

い 突起を も っ た細胞 く卵管問質細月払 in t e r stiti a l c ell

Of o v id u c tJ の厚し1 層と か ら成 っ てい る ． 卵巣壁が 中

腎管や腸管に 画 する 部位 に は， 壁の 外面に 薄い 縦走す

る 平滑筋層が あ り， 卵管壁の 外面に 移行して い る く写

真 り ． 卵巣壁が 卵巣実質に 面す る部位で は， し ば しば

メ ラ ニ ン細胞層 を欠き
， 平滑筋層が卵巣実質の卵胞膜

の 組織， 無髄神経線維丸 血管と密接し てい る
．

工工 ． 卵巣壁 の 電 子 顕微鏡お よ び組織化学的所見

1
． 電子顕微鏡所 見

り 上 皮細胞

卵巣腔 の内面 を覆う単層柱状上皮細胞は， 染色質に

富む大き な核 を有 し
，
その細胞遊離面に は無数の ミク

ロ ビ リ ー が存在す る． 上皮細胞の遊離面 は卵巣腔側に

深く 突出し， 突出部 に 大小種々 の 空腹が存在 し， 内部

に無定形物質を含 んで い る
． しば しば

，
空胞 は細胞表

面 に 開口 して い る ． 隣接す る上 皮細胞間に は
， 細胞間

接着装置 くj u n c ti o n al c o m pl e x l や駿合がよ く発達 し

て い る
． 細胞質 に はミ ト コ ン ドリ ア

， 粗面小胞体， お

よ び遊離リ ボ リ ー ム が 存在 する
． 細胞内の 至 る と こ ろ

に 多量 の 張原 線推束が走 り
，
ミ ク ロ ビリ ー の 中に ま で

伸び てい る く写真3 つ．

2 う 平滑筋細胞

筋層の 平滑筋細胞 は長紡錘形 を呈 し， 互 い に 密 に 噛

Ph o t o 2
． T r a n s v e r s e s e c ti o n o f th e o v a ri a n w a ll ．

T h e w all c o n si s t s of a n e pith eli al c e11 1 a y e r くEI ，
i n n e r l o n git u d i n a l tI M J a n d o u t e r ci r c ul a r くO M j
m u s cl e l a y e r s ， a n d m el a n o c y t e l a y e r くM Lナ．
T ol uid i n e b l u e s t ai n l n g ニ X 60 0 ．
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み あ っ てい る ． 細胞の 尖端部 は， 長い 突起 を出し て隣

の 細胞と 密接 して い る． 細胞 間に は幅約 0 ．3 〆 m の 組

織膿が 介在 し
， 基底膜と膠原細線推 が 存在す る

．
ま た

細胞側面 の 至 る所 で 突起 を出 して， 隣の 筋細胞に 密接

して い る
．
この 部で は， 両細胞膜間に 約 1 00 A の 細 隙を

見 る に す ぎず
，
基底膜 が欠除 して い る ． さ ら に細胞側

面か ら出る突起 は
，
隣の 細胞 の 表層胞が密集 して い る

部 く表層胞領土射 と接 して い る こと が あ る． 表層胞領

域で は細胞膜直下 に 径 800 へ 1 0 00 A の 表層胞が 多数存

在 し， そ の 一 部は細胞間腔側 に 開口 し て しユる
． 後に も

触 れ るが
，
しば し ば表層胞領域に 神経終末が密接して

い る く写真4 1 ． 細胞質に は多量 の 筋細線維 が 含まれ，

所 々 で 濃密体 を形 成 して い る ． 核の 近 傍の 筋形 質に は
，

ゴ ル ジ装鼠 粗面小胞体
， 中心 小体， グリ コ ゲ ン顆粒

が 存在す る一 紙胞表面 の 表層胞が欠落 して い る 領域僻

調領吼 で は， 細胞膜直下 の 筋形質内に 電子 密度大な

無構造の 物質が集積 し， こ れ に 筋細線推の 集団が 接着

して い る ． 細胞表面 に は， 表層胞領域 と暗調領域とが

fil a m e n t s
，
n u m e r O u S V e Si cl e s

，
a n d j u n c ti o n a l c o m pl e x e s くw h it e a r r o w sl a r e o b s e r v e d ． x l l

，
2 0 0 ．
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交互 に 配列 し， ま た隣接す る筋細胞 の 同種の 領域同士

がそれ ぞれ 相対し て い る く写真4 う
．

3 ユ 無髄 神経 線維の 終末

平滑筋細胞 の 集団 を分 け て い る問質に は
， 多数の 無

髄神経線維が束 をな して走 っ て い る
．
そ の 軸索中に は

ミ トコ ン ドリ ア
， 神経細管， 神経細線維 な どが走 り，

所に よ っ て は多数の シ ナ プ ス小胞が含 まれ て い る
．
シ

ナ プス 小胞 を含む軸索の 部は し ば しば肥大 し
， 軸索腫

大部を形成 して い る． 軸索腰 大部は その － 側 に お い て

S c h w a n n 細胞の 被鞘 を失 い ， 膠 原細線維 を含 む組織腔

に露出し て い る． 露出部に は基底膜 は見当ら ない二 軸

索腰大部 と平滑筋細胞と の 間 に は
， 通 常約 0 ． 1 旬 1 ． 0

声 m の 組織腔が 介在し て い る ． 神経終末 と被支配細胞

との 距離的相関か ら み て
，
こ こ に 述べ た多数の シ ナプ

ス 小胞 を含 む軸索腰大部は ， 消化管の 平 滑筋に お い て

観察さ れ た7 刑
，
い わ ゆ る 遠距離 シ ナ プ ス くdi st a n t

S y n a p S e ， T y p e
． D J に 相当する く写真 5 ， 図1 a l

． 神

経束は平滑筋層の 深 部に 進入 す る と個々 の 無髄神経線

推に 分 か れ
，
平 滑筋細胞 に 接近 し

，
S c h w an n 細胞 の 被

鞘を失 っ て 終末 を形成 し
， 平滑筋細胞 の 陥凹 部に はま

り込 ん で い る
．
こ の 種 の 軸索終末の 細胞膜 は部分的に

肥厚して い る． シ ナ プ ス 隙 は幅約200 旬 4 0 0 A で
， 既に

述べ た平滑筋細胞 の 表層胞領域 に シ ナ プス を形成 して

い るく写真 4 ， 6 a － d う． この 種 の 終末は精管の 平滑

筋で見出され た9J
，
い わ ゆる

， 密接シ ナ プ ス くc o n t a c t

S y n a p S e ， T y p e－Cj に 相当す る く図 1 b I ． こ の 終末部

は， 上記の 遠距離 シ ナ プ ス に比 し
，
そ の 径 は小さ い ．

7 3 9

上 記の 二 種の 神経終末くT y p e － D と T y p e － Cl に は ，

い ずれ に お い て も 径約500 A の 無顆粒性 シ ナ プ ス 小胞

と径約800 へ 1 2 0 0 A の 大顆 粒性 シ ナ プ ス 小胞， 不 整形

の 小 胞
，
グ リ コ ゲ ン顆 粒， お よ び ミ ト コ ン ドリ アが 含

まれ て い る ． 哺乳類の 自律神経終末 に しば しば見出さ

れ た 径約 500 A で 内部に 電 子 密度 大 な 顆粒 を も つ い

わ ゆ る小 顆粒性 シ ナ プス 小胞や ほ， 重 クロ ム酸固定法を

も っ て して も見出す こ とが で きな か っ たく写真 5I ． 写

真撮影 した 373 例の 神経終末に つ い て
，
上 記の 遠距離

シ ナ プ ス と密接 シ ナ プ ス を算定す る と， 前者は 207 個

ほ5 ■5 ％1
， 後者は 166 個く44 ．5 ％ンで ， その比 は 11 ニ

9 で あ っ た ． 遠距離 シ ナ プ ス くT y p e － Dl は
一

般 に 多数

の 無顆 粒性小胞 と少数の大顆粒性小胞 を含むく49 ． 9 ％ユ

が
， 時と して多数の 無顆粒性小胸の み を含み ， 大顆粒

性小胞 を有し ない も の ほ．6 ％ぅも 認めら れ る
． 密接 シ

ナ プ ス くT y p e － Cl の 大部分は少数の 無顆粒性小胞 と少

数の 大顆 粒性小胞 を含む く31 ． 1 ％1 が ， その 一 部の も

の は少数の 無顆粒性小胞 の み く9 ． 4 ％1 ある い は少数の

大顆粒性小胞 の みく4 ．0 ％う を含 む． 神経終末に お け る

シ ナ プ ス 小胞 の 分布の 差異は
， 遠距離 シ ナ プ ス 汀 y p e －

Dl お よ び密接シ ナ プス C T y p e － C l の断面の 種 々 の相

を示 す も の と考 えられ る
． 次 に， 遠距離シ ナ プ ス ． 密

接 シ ナ プ ス を問わ ず， こ れ ら両種の 神経終末内に 含ま

れ る全シ ナプ ス 小 胞の 数を上 記の 373 例で 算定 した ．

その 結果 は， 無顆粒性小胞が 579 3 胤 大顆粒性小胞 が

1 00 7 個 で あ り
， 両者の 比 は大略 6 ニ 1 で あ っ た ．

4 フ平 滑筋層 に 存す る 特殊 な細胞く卵巣壁間質級別
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平滑筋層内に ， 平滑筋細胞 に 挟ま れ て 明 調な特殊な

細胞が頻繁に 見出され る ．
この 細胞の 核は 明調 で ， 異

質染色質 に 富む． 細胞内に は ゴ ル ジ装置， しば し ば細

胞膜と連続す る被覆小胞 くc o a t e d v e si cl eI ， ミ ト
コ ン

ドリ ア， 粗面 小胞体， 遊離 リボ ゾ
ー ム

，
張原楓私 微

細線推束を含 む大小 様々 の 不定形小胞 く微細線推の 直

径は約 65A で ， 線練間隔は約 1 30A l ， 電子 密度大な物

質 を含む滑面小胞体 な どが存在す る． 細胞外周 は基底

膜 に 覆われ ， その 外側 に か な り広い 組織腔の 存在 す る

部位も あ るが ， 平滑筋細胞表面 の 表層胞領域 に 対 して

は平滑筋細胞と密接 し， こ の よ う な部位で は平滑筋細

胞と基底膜 を共有して い る．
しか し平滑筋細胞表面の

暗調領域 に 画 する部で は， 基底膜 が厚 く， 時と して こ

の 細胞内に 存在す る被覆小胞が細胞外面 に 開口 して い

るく写真 り ． ま た こ の 細胞が平滑筋束か ら離れ た問質

内に 存在す る場合 に は， 平滑筋細胞の 細 い 突起が こ の

細胞を取 り囲む よ う に して 位置し て い る ．
し ばし ば

，

こ の 細 胞に 幅約 200 旬 4 0 0 A の 間隙 をも っ て ， 無髄神経

線継が終末を形成 して い る ． 終末内部 に は 多数の 無顎

粒性小胞と少数 の 大顆粒性小胞， グ リ コ ゲ ン額粒が含

ま れ て お り ， 前述 の 密接シ ナ プ ス に 属す る く写 異8 1 ．

著 者ら は， こ の 細胞 を卵巣壁間質細胞くin t e r stiti al c ell

o f o v a ri a n w al u と名付け る．
こ の 細胞 は その 微構造

か ら
，明 ら か に 問質結合組織内の 線維細胞 と は異 なる．

注目す べ き こ と に は ．
この 細胞 は卵胞膜 に 由来す る卵

胞膜細胞と も密接 して い る こ と で あ る． す な わ ち卵胞

膜細胞 の 長い 突起が ， 卵巣壁間質細胞の 方向に 伸び，

基底膜 を共有 して密接 して い る．
しか し両者の 間に は，

接 着湧別こ よる結合は見 られ な い ． ちな み に 卵胞膜細胞

は細胞質内 に 多数の 小胞と張原線維 を有 し， 卵胞膜細

胞同士 は駿合 を なし て 密接 し， また その 多数の 長い突

起 は， よ く 発 達 し た 細胞 間接着装置 くj u n c ti o n al

X 2 0 ，
0 0 0 ．
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c o m pl e幻 に よ り連結さ れ ， 卵巣壁間質細胞 を取 り囲ん

で い るく写真9 う．
こ の よ う な電顕 所見 は

， 卵巣壁間質

細胞， 平滑筋細胞， 無髄神経線維， 卵胞膜細胞の 四省

間に 密接な関連が あ る こ と を示 して い る
．

5 う メ ラ ニ ン 細胞 層

筋層の 外側 に膠原細線維 を含む組織腔 を隔てて
，
メ

ラ ニ ン細胞の 層が ある ．
こ の 細胞の 核の 表面 は凹 凸に

三毒遍露茅S M 攣
TS

瓦
U

． 翫
－

． 闇

Jこ二土呂イ

望璧聖麺 蟹感

蓋 表 室彗喜裏書 柘 襲喜羞

慧攣済露夢琴
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富み ， 異質染色質が核膜 を縁 どるよ う に 存在 する
． 細

胞質に は径2 旬 5 ノf m の 大小 種 々 の 小胞が 充満 し， 小

胞内に は径約 400 A の 微細顆粒が集積 し て い る． 低倍

率像で み る と ，
この 微細顆粒は微細線推の 集積か ら構

成さ れ て い るく写真 1 0う． 螢光顕微鏡で検索する と ， 顆

粒状の 橙黄色 の 螢光が見 られ るが ， これ は メ ラ ニ ン細

胞が 含む d o p a く3 ， 4 －d ih yd r o x y p h e n y la l a n i n el の 螢

光1 りで あ り
，
ア ド レ ナ リ ン 作動性神経 が示 す カ テ コ ー

ル ア ミ ン の 黄緑色の 螢光と は異な る もの で ある．

2 ． 組 織化 学的所見

い カ テ コ ー ル ア ミ ン 螢光検出所見

カ テ コ ー ル ア ミ ン螢光検出法 に よ り卵巣壁 を検索 し

たが
，
メ ラ ニ ン 細胞の 呈 す る橙黄色 の 螢光 を除い て

，

F i g ■ 1 a － D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n o f t h e

a x o n al e x p a n si o n s i n th e fi n e n e rv e b u n dl e
l o c a t e d i l－ th e ti s s u e s p a c e くT SI a m o n g th e

S m O O th m u s cl e b u n d l e s くS M l of th e o v a ri a n w all
i n a l o n gi t u di n al s e c ti o n ． T h e y c o n t a i n m a rl y
a g r a n ul a r s y n a pti c v e si cl e s a n d l a r g e g r a n u l a r

S y n a p ti c v e si cl e s
，
1 a c k a S c h w a n n c ell sh e a th くSI

O n th e sid e f a ci n g th e ti s s u e s p a c e ， a n d r e p r e s e n t

d i st a n t s y n a p s e s くT y p e － Dl ． A ， u n m y eli n a t e d

F i g ． 1 b ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n o f ． th e

a x o n al e x p a n si o n s i n th e s m o o th m u s cl e c e 11 s

くS M l i n a s e c ti o n ． T h e y c o n t ai n m a n y a g r a n u l a r

S y n a P ti c v e si cl e s a n d l a r g e g r a n ul a r s y n a p ti c

V e Si cl e s
，
a n d r e p r e s e n t c o n t a c t s y n a p s e s くT y p e －

C l i n th e g r o o v e s of th e s m o o th m u s cl e c ell s ，
T h e p r o c e s s e s o f th e i n t e r sti ti al c ell o f t h e

O V a ri an W all ロW l a r e al s o at t a c h e d t o th e n e r v e

e x p a n si o n s － A ， u n m y eli n a t e d n e r v e a x o n ニ S ，
S ch w a n n c ell sh e a th ニ T S ， ti s s u e s p a c e ．
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黄緑色の カ テ コ
ー ル ア ミ ン 螢光 は全 く 見 ら れ な か っ

た ．
こ の こ とは ， 電頗検索 に お い て 見出さ れ た大顆粒

性 シ ナ プス 小 胞が カテ コ ー ル ア ミ ン を含ま な い こ と を

示 してい る．

2 ユ ア セ チル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ 活 性検出所 見

ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ
ー

ゼ 活性検出法に よ っ て 卵

巣壁 を検索した が， ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ酒性

陽性の神荏束が ， 筋層内に 縦横 に 走 っ て い るの が 見出

され た． さ ら に 個々 の 線推 は神経束 か ら は なれ て分岐

し， 平滑筋細胞の 間に 進入 して い る． 活性陽性の 神経

線推は， 所々腫大部 を形 成 して い るく写真 1 11 ． 電顕検

索と対比す ると
，
活性 陽性の神経束 は筋層間を走る数

本の 無髄神経線維の 束に 相当 し， そ の 中 で所々 痛状腫

大が認 めら れる の は， 前述 の 遠距離 シ ナ プ ス くT y p eT

Dうに 相当 し， ま た個々 の 平滑筋細胞間 を縫う よう に 走

り， 平滑筋細胞に 密接 して い る 活性陽性線維 は， 前述

の 密接 シ ナ プス くT y p e － Cl に 相当す る．

III
． 卵管壁の 電顕所 見

1 ． 卵管上 皮

単層柱状上皮で
， 細胞遊離面の 近 くが 細く な り， 細

胞間接着装置くj u n cti o n al c o m pl e x l が 密集 して い る ．

ミク ロ ビリ ー は 短く棍棒状で ， そ の 内部 に長軸 に 平行

して 張原線維が走 っ て い る ． 上 皮細胞相互間は成合で

噛 み 合 っ て い る ． 核は明 調な 長橋円形 で ， 核小体が著

明 で ある ． 細胞質内に は遊離 リボ ゾ ー ム が 点在 し， 張

原線推が束に な っ て 走り， 粗面小胞体
，
小 胞

，
内層粒

をも つ ミ ト コ ン ド リア ， リ ゾ ゾ
ー ム が存在す る． 細胞

基底部 に は細胞膜の 陥入 が認め ら れ， そ こ に は厚 い 基

底膜が はい り込 ん で い る ． 基 底部の 細胞膜 の 細胞質側

に 半接着斑 仇e m i d e s m o s o m el や被覆小 胞が認 めら れ

るく写真 12う．
上 皮細胞は， 管腔 に面 した 細胞遊離面に

一 対 の 中心小体 の い ずれ か 一

つ に発 す る 一

本の 繊毛 を

有 して い るく写真 13J ． 上皮直下 に は ， 多数の 無髄神経

線椎 か ら成る神経線維束が ある ．

2 ． 上 皮下 結合組織層

卵管問質細胞 くi n t e r s titi al c ell o f o vi d u c tl
，

S ch w a n n 細胞， 無髄神経線継が網目を な して存在 し，

間隙に 膠原和線推が密に 存在す る ．
これ らが 全体と し

て 厚さ約 100 声 m の 結合組織層を形成 し て い る． 卵管

問質細胞 は長紡錘形 で ， 長橋円形の 入 り込 み の ある核

を有 し， 細胞内に は多量 の 遊離 リボ ゾ
ー ム

， 中心 小体

の 付随 す る ゴ ル ジ装置， ミ ト コ ン ドリ ア， 細胞膜と密

着す る細線維束 な どが存在 す る．
な お 随所に 不定形物

質を含 む コ ラ ー

ゲ ン ポケ ッ ト くc oll a g e n p o c k etl が見

出さ れ， 細胞外側 の細胞間隙 に 微細線椎の 集積が認め

られ るく写真12I ． 卵管問質細胞 に接 し て ， 多数 の 無髄

Ph o t o 8 ． I n t e r stiti a l c ell o f th e o v a ri a n w all く工W l ． T h e p r o c e s s o f th e s m o o th m u s cl e c ell くa r r o w l

a d h e r e s t o th e i n t e r stiti al c ell ． A c o n t a c t s y n a p s eくC い o c a t e d b e t w e e n t h e s m o o th m u s cl e c ell a n d th e

p r o c e s s e s of th e i n t e r sti ti al c e11 ， i s o b s e r v e d ． x 1 3
．
50 0 ．
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神経線椎軸索が終末を形 成 して い る ． す な わ ち無髄神

経軸索は S ch w a n n 鞘 を失 い
， 先端部 で や や肥 大 し て

腫大部を形成 し， 卵管問質細胞の 陥凹部 に 密接 シ ナ プ

P h o t o 9
． T h e c a c e11 t T Cナ a n d i n t e r stiti al c ell o f

th e o v a ri a n w all くI W I I T h e p r o c e s s e s of th e
th e c a c ell くa r r o w sJ a r e in c o n t a c t w ith th e
in t e r stiti a l c ell of th e o v a ri a n w a ll ． T h e p r o

－

C e S S e S o f th e s m o o t h m l S Cl e c e ll くS M l a r e a l s 。
i n c o n t a c t w ith th e i n t e r s titi al c e ll ． x 1 3

，
4 0 0 ，

7 43

ス を形成し て い る ． 軸索終末の 内部に は径約500 A の

無顆粒性小胞 と径約800 へ 12 0 0 A の 大顆粒性小胞 が存

在する ．
し1 わ ゆる小 顆粒性 シ ナ プ スノJ l 胞は 認 め られ な

か っ た く写真 14 a －d ， 図2 J
．

岬 一

般に こ の 種の軸索

終末内に お い て は
， 卵巣壁の 密接 シ ナ プス の それ に 比

し て
， 大顆粒性 小胞が多い ． こ の 種の 密接シ ナ プス 13 0

例の 断面 に つ い て
， 軸索終末内部に 含ま れ る シ ナ プ ス

小 胞の 数比 を算定 した
．
す な わ ち 13 0 例に お い て

， 無

額 粒性小胞 が 91 7 個， 大顆粒性ノJ l 胞が 55 0 個で あ り，

P h o t o l l ． A c e tyl c h oli n e s t e r a s e a c ti vit y i n th e
O V a ri a n w all － A c ti v it y p o siti v e n e r v e a x o n s a r e
O b s e l

．

V e d a s m a n y bl a c k li n e s ． N u m e r o u s v a ri ．

C O Siti e s a r e o b s e r v e d al o n g th e c o u r s e s o f th e
a x o n s ． R u b e a n i c a ci d － e n h a n c e m e n t m eth o d ．

X 1 5fl ．
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両者の比 は大略2 二 1 で あ っ た ．

考 察

工 ． 卵巣壁 の微細構造

硬骨魚類の 卵巣壁上皮の 役割 に 関 し て は 諸説が あ

る
1 2 一 川 が

，
メ ダカの それ に 閲 し， T a k a n o

31 と Y a m a ．

m o t o
ほ1
は
，
上皮細胞 に アポ ク リ ン 分泌 の 像を認 め， 上

皮細胞が液体分泌の 役割 をも つ と報 じて い る． しか し

Ph o t o 1 2 ， T h e w a ll o f th e o vid u c t ． J u n c ti o n al

C O m pl e x e s くw h it e a r r o w J a r e o b s e r v e d i n th e
u p p e r p a rt o f th e e pi th eli al c ell s く臥 U n m y eli ，

n a t ed n e r v e a x o n s f o r m th e c o n t a c t s y n a p s e くCl
i n cl o s e c o n t a c t w ith th e i n t e r stiti a l c ell o f th e

O V id u ct くI O I ． X 5 ，8 00 ．

今 回の 著者ら の電顕検索に お い て は
，
産 卵休止 期お よ

び産 卵期の い ずれの 時期に お い て も明 確な ア ポク リ ン

分泌 像 を見出し得な か っ た ．
むし ろ上 皮細胞内に 大小

種 々 の 小胞が存 し
，
こ れが 産 卵周期 に よ っ て変化し，

こ の 小 胞が遊離面 に 開口 して い る像 に 接 した． こ の 知

見 は， アポ ク リ ン 分泌と い う よ り は， む しろ漏出分泌

の 存在 を示 す も の と 推測 され る ． T a k a n o
3I の い う ア ポ

ク リ ン 分泌像 は， 固定不良 に よ る人 工 像と 考え られる
．

緒言 でも触れ たよ う に ， 卵巣壁 の 平滑筋の 収縮が卵

巣運動 を引き起 こ して い るり釘と 言われ て お り
， 平滑筋

細胞 の 微構造 も報告さ れ て い る21 ． しか し現在 ま で卵

巣壁の 平滑筋細胞の 神経支配 に つ い ては 何ら論述がな

され て い な い ． 今回 の 検索 に よ っ て
， 卵巣壁 の 平滑筋

細胞が無髄神経線推に よ る高密度の 神経支配 を受 けて

い る こ とが 明ら かと な っ た ．
す なわ ち

， 平滑筋束間に

無髄神経線維軸索の腰 大部の 形を とる 遠距離 シ ナ プス

くdi st a n t s y n a p s e ， T y p e － Dl
7 刷 が あ り， ま た平滑筋細

胞の 陥凹 部に 密接す る無髄神経線維の 末端 と考 えられ

る密接 シ ナ プ ス くc o n t a c t s y n a p s e ， T y p e － Cl
9I
が存在

す る
． 前者は径が 大き く， 後者は径が 小 さ い ． 両者と

も に 無顆粒性 シ ナプ ス 小 胞と 大顆粒性 シ ナ プ ス 小胞を

含 ん で い る ． し か も組織化学的検索の 結果 は
，
こ れら

の 軸索終末が ア セ チ ル コ リ ン エ ス テラ ー ゼ活性陽性で

あ る こ と を示 し てい る．

一 般に 無顆粒性 シ ナ プス 小胞

が アセ チル コ リ ン を含む と考 えられ てい る1 0Iの で
，
こ

れ らの 終末が云 リ ン作動性神経 の 終末と断定 して よ い

で あ ろう ． 今回 の 検索で見出さ れた 大顆粒性 シ ナ プス

小胞の 性格に 関 して は， 一 般に セ ロ ト ニ ン ， ヒ ス タ ミ

ン
，
あ る い はポ リ ペ プチ ドを含む と され て い る

1 01
． 硬骨

魚類の 化学伝達物質に 関 して は， 胃 ． 腸 に お い て アミ

ン 作動性神経 くa ln i n e r gi c n e u r o n J と コ リ ン 作動 性神

経 くch oli n e r gi c n e u r o n l の 二 種の 軸索 が認め られ，

前者 は セ ロ ト ニ ン や ヒ ス タ ミ ン を含み
，
後者 はア セ チ

th e o v id u c t ． x 33
，
6 0 0 ．
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Ph o t o 1 4 aA 1 4 d ■ A x o n a l e x p a n si o n s f o r m i n g c o n t a c t s y n a p s e くCl i n th e i n t e r sti ti al c ell of th e o v id u c t
りOJ ． A g r a n ul a r v e si cl e s a n d l a r g e g r a n ul a r v e si cl e s a r e o b s e r v e d i n th e a x o n al e x p a n si o n s ． x 2 0

，
0 00 ．

Fig ． 2 ． D i a g r a m m a ti c r e p r e s e n t a ti o n of th e a x o n al
e X p a n si o n s i n t h e i n t e r s titi al c e ll o f t h e o vi d u c t

くI Oi i n a s e cti o n ． T h e y c 亡m t a i n m a n y a g r a n ul a r
S y n a p ti c v e si c l e s a n d l a r g e g r a n ul a r s y n a p ti c
V e Si cl e s ， a n d r e p r e s e n t c o n t a c t s y n a p s e s くT y p e－
CJ in th e g l

－

0 0 V e S O f th e i n t e r stiti a l c ell 。f th e
O Vid u ct ． A

， u n m y eli n a t e d n e r v e a x o n ニ S ，

S ch w a n n c ell sh e a 恥 T S ，
ti s s u e s p a c e ．

ル コ リ ン を 含んで い る1 6，1 7 I と報ぜ られ て い る ． N a rn b u

ら
18
怯 メ ダ カ腹腔内 に ア セ チ ル コ リ ン

，
セ ロ ト ニ ン ，

ヒ ス タ ミ ン を個別 に 注 入 し たと こ ろ， 卵巣壁に 著明 な

収縮が起 こ り， 5 分以 内に 放卵す る こ と を報 じて い る
．

彼ら に よ る と
，
この う ち ア セ チ ル コ リ ン投与が最も 有

効で あ っ たと し て い る
．
こ の 報告 は， 平 滑筋細胞に 分

布す る無髄神経軸索と その 終末に ， ア セ チ ル コ リ ン エ

ス テ ラ
ー

ゼ活 性が 陽性 で あり
，
か つ 電顧検索に お い て ，

軸索終末に 無顆粒性 シ ナ プ ス小 胞お よ び大顆 粒性シ ナ

プ ス小 胆が存在す る と い う著者ら の 知見とよ ト 一

致 す

る． 今回 の 検索で は
，
カ テ コ ー

ル ア ミ ン螢光 ほ検出さ

れ ず
，
か つ T r a n z e r ら別 の ク ロ ム 反 応 に お い て も

， 小顆

粒性小脇 は電顕 像 に 認 め られ な か っ た ． 従 っ て ， メ ダ

カ 卵巣壁 の 平滑筋 に は， ノル ア ドレ ナ リ ン 作動性神経

は存在 しな い と考 えら れ る
．

と こ ろ で
， 平 滑筋細胞の 表層胞は， 骨格筋線推の 1

1

系 巾 a一一S V e r S e s y S t e m l に 相当する1 9I と も， カ ル シ

ウ ム 排出作用 をも つ 20 ，とも 推測 され て お り
，
い ずれ も

平滑筋細胞の 興 奮伝導 に 重要 な 役割 を演ずる構造と考
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えら れ て い る ． メ ダ カ卵巣壁 の 平滑筋細胞の表層胞領

域 に ， し ば しば 無髄神経線推の 末端 が密接 シ ナ プ ス

くT y p e － Cl を形成し てい る こ とが 明ら か とな っ たが
，

こ の こと は シ ナプ ス か ら放 出され る神経伝達物質が
，

ま さ に 平滑筋細胞の 表層胞 に 作用 して い る こ と を示 し

て い る．

平滑筋層中に存在す る卵巣壁間質細胞は， 基底膜 を

有 して平滑筋細胞 と密接 し て い る． この細胞の 存在 に

つ い て は
， 現在ま で他に 全 く報告を見 ない ．

こ の細胞

と線推細胞 との 異同に つ い て検討 したが ， 卵巣壁間質

細胞 は， 細胞質が明調で， 粗面小胞体が少な く， 被覆

小胞 を多数有 し， ま た細胞外面 に 基底膜 を有し てい る．

こ の こ と は， 線稚拙胞と著 し く異な る点で ある． しか

も卵巣壁間質細胞に は， 無髄軸索が密接 シ ナ プ ス を形

成 して終わ っ てい る ． ま た卵胞膜細胞 の 突起 と も密接

して い る
． 従 っ て， 卵巣壁間質細胞は単な る線維細胞

で は なく
，
お そら く哺乳類 の 卵胞膜に お ける平滑筋様

細胞 くs m o o th m u s cl e －1i k e c elll 2 ユ1 と呼 ばれ た細胞と

同様 に ， 卵胞 の成熟 に対応 し て平滑筋様の 作用 を示 す

も の で あろ う．

H ． 卵管壁 の 微細構造

今 回の 検索によ る と，卵管上 皮 は産卵周期に 伴 っ て ，

その 内部微構造に 何 ら変化 を示 さな か っ た ． た だ産卵

直後の 卵管 に おい て は， 上皮細胞側面の 横合が伸長 し

て卵管内腱 が拡張 し， 上皮の ミ ク ロ ビリ ー 間に 変性 に

陥っ た卵 胞上皮細胞 と微細 小 菅 の解離 した 付着毛

くatt a c hi n g fil a m e n tl
2 2Iが 残存 して い た ． また ， メ ダ

カ卵管上皮細胞が繊毛 をも つ こ と は他 に 報告を見 ない

が
， 今回 の検索に よ っ て初 め て， 一 対の 中心小体の う

ちの
一

個か ら繊毛が
一

本延長 し てい る所見 に 接 した ．

こ の 繊毛 は， 分 泌細胞 に し ば し ば 見 ら れ る 01i g o －

cili a
2 31 の構造 に相当す る．

R o b i n s o n ら
2 41
は
，
光顕検索 に より

，
メ ダカ卵巣壁の

厚い 筋層と卵管の筋層は連続 して い る と報 じて い る．

しか し今回 の検索で は， メ ダカ卵管上皮下 に は厚 い 結

合組織層が存在 し， そ こ に は平 滑筋細胞 は存在 せず
，

代わ っ て， 卵 管問質細胞が存在 す る こ と が 明 ら か に

な っ た ． 卵管問質細胞と線維細胞と の 異同 に つ い て 検

討 したが， 卵管問質細胞 は細胞質が明調 で ， 細胞 内小

器官が少な く
， 遊離 リポ ソ ー ム が 豊富 で， しば し ば細

胞膜 に 接着す る細線維束を含 み， 細胞外面 に 基底膜が

存在 す る．
この よ う な微構造 は， い わ ゆ る線維細胞と

は異なる 点で ある． しか も
， 卵管問質細胞 に は ， 無髄

軸索に由来す る密接 シ ナ プ ス が 存在す る． 従 っ て
， 卵

管問質細胞 は， 単な る線維細胞 と は著 しく 作用 の 異

なっ た細胞 と考 えられ る ． 晴乳類の卵管 は厚い 平滑筋

細胞 の 層 を有 して い るが ， メ ダカ卵管で は平滑筋細胞

が存在 しな い ．
マ ウス

細
や ラ ッ ト 抑 の 発生 途上 の 動脈

に お い て
， 将来 の 平滑筋細胞 は， 発生期に お い て 線維

芽細胞 の 形態を と り
， 中膜 に 膠原細線推 を沈着さ せる

こ とが 知ら れ て い る ． 最近
， 噂乳類 の卵巣や子 宮の 問

質細胞が ホ ル モ ン の 影響 を受 けて増殖 し
，
種々 の 生理

作用 を営む こ と が知ら れ注目さ れ て い る ． 例 え ば
， 卵

巣の 卵胞膜問質細胞 圧h e c a －i n t e r s titi al c elll は ， 唾

液腺か ら分泌 され る ホ ル モ ン の 作用 に よ っ て ， ア ン ド

ロ ゲ ン を分泌す る細胞 に 変わ り
，
エ ス トロ ゲ ン の 生合

成 と卵胞閉鎖 を引き起 こす と 言われ て い る2 7 や 回の検

索 に よ っ て見出 され た前述の 卵巣壁間質細胞と卵管問

質細胞 も ， ホ ル モ ン の 作用 に よ っ て様々 な機能 をな し
，

成熟卵子 の 排卵 と産卵 に 関与す る こ と が充分 に 考えら

れ る ．

結 論

メ ダ カ卵巣壁と卵管 の微構造 を， 電顕 な らび に 組織

化学的方法 を用 い て 検索 し， 次 の 結果を得 た．

1 ． 卵巣壁の 平滑筋層 に は， 明調な卵巣壁間質細胞

が存在 し， その細胞質 は微細線推束 を含 む大小種々 の

不定形小胞， 被 覆小胞， 張原線純な どを含 む． 卵巣壁

間質細胞 は しば しば平滑筋細胞， 無髄神経線維， およ

び 卵胞膿細胞の突起 と密接 して い る ．

2 ． 卵巣壁の 筋層に は無数の 無髄神経線維束が分布

して お り， その 無髄軸索は所々 で 腰 大部 を形成 して問

質に 露出し， その 部で S c h w a n n 細胞 の 被鞘 を欠き ， 遠

距 離シ ナ プ ス Cdi st a n t s y n a p s e ， T y p e － Dl を形成 して

い る
． 腰大部の 内部 に 径約 500 A の 多数の 無顆粒性小

胞 と径約 800 旬 12 0 0 A の 少数の 大顆粒性小胞 を含む．

上 記の 軸索 およ び遠距離 シ ナ プ ス は， ア セ チ ル コ リ ン

エ ス テ ラ ー ゼ活性陽性 であ る．

3 ． 筋束 内の 個々 の 平滑筋細胞の 表層胞領域に 対し

て
， 幅約200 へ

一 4 0 0 A の 間隙 をも っ て無髄神経軸索の 終

末が存 し， 密接 シ ナ プ ス くc o n t a ct s y n a p s e ， T y p e
－C l

を形成 して い る．
こ の 神経終末の 内部に は， 無顆粒性

小胞 と大顆粒性小胞 が存在す る．
こ の 種 の 軸索およ び

密接 シ ナ プ ス は
，
ア セ チ ル コ リ ン エ ス テ ラ ー ゼ活性陽

性 で ある ．

4 ． 卵巣壁 の 平滑筋層内の 神経終末の う ち， 遠距離

シ ナ プ スくT y p e － D l は 全体の 55 ．5 ％を占め ， 密接シ ナ

プ ス くT y p e －C l は全体 の 45 ． 5 ％を 占める ． 全シ ナ プ ス

小胞 の う ち， 無顆粒性小胞と顆粒性小脇の 比 は 6 こ 1

で あ る．

5 ． 卵管壁は， 卵巣壁 に 続く 単層柱状上皮と， 主と

して卵管問質細胞と膠原細線推束か ら成る 結合組織層

とで 構成さ れ て い る ． 卵管上 皮細胞同士 は 互 い に細胞

間接着装置 くj u n cti o n al c o m pl e xl と験合に よ っ て 結
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合し， 細胞遊離面に 無数の ミ ク ロ ビ リ ー

と－一 本の 繊毛

を有し て い る ． 卵管問質細胞は内部 に 無数の 細線維束

を含み ， 無髄神経軸索の 終末が密接 シ ナ プ ス を形成 し

て終わ っ て い る ． こ の 軸 索終末に は径約 500 A の 無顆

粒性シ ナ プ ス 小 胞 と径約800 へ 12 0 0 A の 大顆 粒性 シ ナ

プス 小胞 が含ま れ てい て
，
無顆粒性小胞と 大顆粒性小

腹の 比 は 2 こ 1 で ある ．
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r a t v a s d ef e r e n s ． J － A n a t ．
，
9 6

，
42 7－44 2 く19 6 2J ．

叫 本 陣良平 山 下 利 夫 こ 平 滑筋に 分 布す る自律神経

終末の 微細構造． 病態生乳 2， 1 16 5－1 1 73 く198 3J ．
11J F u r n e s s

，
J ． B ．

，
C o st a

，
M ． 鹿 W il s o n

，
A

． J ． ニ
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W a t e r － St a b l e fl u o r o p h o r e s ， p r O d u c e d b y r e a c ti o n

wi th ald e h y d e s ol u ti o n s ， f o r th e hi s t o c h e mi c al

l o c a li z a ti o n of c a t e c h oト a n d i n d ol e th yl a mi n e s ．

H i st o c h e mi st r y ， 5 2 ， 1 5 9－17 0 く19 7 7J ．

1 2J G a r di n e r
，
D ． M － こ C y cli c c h an g e S i n fi n e

S t r u Ct u r e o f th e e pi th eli u m l in i 叩 th e o v a r y o f th e

vi vi p a r o u s t el e o st ， CjJ m a tQ g tlS te r L2g g 喝 細 くP e r －

Cif o r m e s こ E m b i o t o cid a eJ ． J ． M o r p h o l ．， 15 6 ， 3 6 7 －

3 8 0

く19 7 81 ．

1 3J Fi s h el s o n ， L ． 二 U l tr a s tr u c t u r e of th e e pith e
－

1i u m f r o m th e o v a r y w a ll of D e n d r o c hi n i S b Y m C －

h 34，t m tS げt e r o id a e
，
T el e o s t eil － C ell T i s s u e R e s ．，

1 7 7
，
3 75－38 1 く19 7 7I ．

1 4J B ru m m e tt ， A ． R ．
， D u m o n t

，
J ． N ． 良 L a r ki n

，

J ． R ． ニ T h e o v a r y o f n L n d u l u s h e te 7 V Cltt u s ． J ．

M o r ph ol ． ， 1 7 3 ， ト1 6 く19 8 21 ．

1 5J Y a m a m o t o
，
E ． ニ C y cli c al c h a n g e s i n th e w a ll

Of th e o v a ri a n l u m e n i n th e M e d a k a
，
O Y y Zi a s h l tiP e s ．

血I n Ot ． Z o ol ． J p n ， 3 6
，
1 7 9

－

1 8 6 く1 9 6 31 ．

1 61 W a t s o n
，
A ． 耳 ． D

． 二 Fl u o r e s c e n t h i st 。 ．

C h e mi st r y o f th e t el e o s t g u t ニ E vid e n c e f o r th e

p r e s e n c e o f s e r o t o n e r gi c n e u r o n s ． C ell T i s s u e R e s ．
，

19 7
，
1 5 5－16 4 く1 97 別 ．

1 7J W a t s o n ， A ． H ． D ． 二 T h e ul t r a st r u c t u r e of th e

i n n e r v a ti o n o f th e in t e sti n a l w all i n th e t el e o s t s
，

頻抑 肌 頑血 清ば 封 W 画お a n d f
．

由紀 和 招g d お 植 ゎざぶ戊．

C ell T i s s u e R e s ．
，
21 4

，
6 5 1 － 6 5 8 く19 町 ．

1 8J N a m b u ， M ． 鹿 H o s o k a w a
，
K ． こ N o t e o n th e

in d u c ti o n of o v l p O Siti o n b y i nj e cti o n o f a c e tyl c h o －

1i n e
，
S e r O t O n in o r h i s t a mi n e i n th e fi s h

，
0 7叩i a s

h lt4，eS － A n n o t ． Z o ol － J p n ， 4 4 ， 1 5 －1 8 く197 1l ．

1 9J D e vi n e
，
C ． E ．

，
S i m p s o n ， F ． 0 ． 息 B e r t a u d

，
W ．

S ． ニ S u rf a c e f e a t u r e s o f s m o o th m u s cl e c ell s f r o m

th e m e s e n t e ri c a r t e r y a n d v a s d ef e r e n s ． J ． C ell S ci ．
，

8
，
42 7－4 43 く1 9 711 ．

叫 P o p e s c u ， L ． 軋
，
D i e ul e s c u

， I ．
，
Z el c k

，
U ． 品

I o n e s c u ， N 一 二 U lt r a s t r u c t u r al di s t ri b u ti o n o f

C al ci u m i n s m o o th m u s cl e c ell s o f g ui n e a － Pi g t a e n i a

C Oli
－ C ell T is s u e R e s ．

，
15 4

，
3 5 7－37 8 く19 7 41 ．

21J O
，

S h e a
，
J ． D － ニ A n ult r a st r u c tu r a l s t u d y o f

S m O O th m u s c l e－1ik e c ell s i n th e th e c a e x t e r n a o f
O V a ri a n f o11i cl e s i n th e r a t ． A n a t ． R e c

． ， 1 6 7
，
1 2 7

－

14 0

く1 9 70I ．

2 2J 棄元端子 ニ メ ダ カ卵形 成期の 付着毛 の 微構造 と

発生． 十全医会誌， 92 ， 8 7 5 牒93 く1 9 8 31 ．

2 3I D u s ti n ， P ． こ M i c r o t u b ul e s
， p 1 3 l－13 2 ， S p ri n g e r －

V e rl a g ， B e rli n ， H ei d elb e r g ， N e w Y o r k
，
1 9 7 8 ．
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瑚 R o bi n s o n ， E ． J ． 鹿 R u gh ，
R ． こ T h e r e p r o d u c

－

ti v e p r o c e s s o f t h e fi s h ， O
Y3
JZi a s la 坤 e s ． B i ol ． B u ll ． ，

8 4
，
1 1 5 1 2 5 く19 4 31 ．

25I E a r r e r ， H ． E ． 及 C o x ， J ． ニ A n el e c t r o n

m i c r o s c o p e s t u d y o f th e a o r t a i n y o u n g a n d
i n a gi n g

m i c e ． J ． U lt r a st r u c t ． R e s ． ， 5 ， 卜2 7 く19 6 1J ．

卿 C h iff ， W ． J ． こ T h e a o rt a t u n i c a m e di a i n

g r o w l n g r a t S S t u d i e d w ith th e el e c t
r o n m i c r o s c o p e ．

L a b ． I n v e st ．
，
1 7

，
5 9 9－61 5 く1 96 71 ．

2 7I E ri c k s o n ， G ． F ． 鹿 C a s e
，
E － こ E pid e r m al

g r o w th f a c t o r a n t a g o n i z e s o v a
ri a n th e c a －i n t e r sti －

ti al c y t o diff e r e n ti a ti o n ．
M ol ． C ell － E n d o c r ．

，
3 1

，
7 ト76

く19 8 31 ．

u lt r as t ru C t u r e a n d I n n e r v ati o n of th e O v a ri a n W all a n d O vid u c t i n t h e M ed a k a ， O fy Z k lS h ltk l eS

M i z u k o Hi g a sh in 1 0 t O ， T o sh i o Y a m a shit a ，
a n d R y o h ei H o nji n ， D e p a rt m e nt of A n at o m y ， S c h o ol o f

M ed ici n e
，
K a n a z a w a U ni v e r sity ， K a n a z a w a ， 9 2 0

－ J ． J u z e n M e d ． S o c ．

， 9 3 ， 7 3 6 －7 4 8 り9 8 41

K e y w o rd sニ C h oli n e rg lC n e r V e fib e r ， S m o o th m u scle c ell ，
I n t e r stitial c ell

，
O v a ri a n w all

，

O vid u ct ， M e d a k a

A b st r a c t

T h e p r e s e n t st u d y w a s p u
r s u e d t o e x a m i n e t h e fi n e s t r u c t u r e a n d i n n e r v a ti o n o f t h e o v a ri a n

w all a n d t h e o v i d u c t o f t h e m e d a k a b y el e ct r o n m i c r o s c o p y a n d h i st o c h
e m i st r y － T h e o v a r y o f

t h e m e d a k a i s a s a c
－

S h a p e d o rg a n h a vi n g a n o v a ri a
n w all a n d c o n t ai n i n g m a n y f o lli cl e s i n d iff e r e nt

d e v el o p m e n t al st a g e s ． T h e o v a ri a n w all c o n si s
t s o f a n e p it h eli al c ell l a y

e r
，
a S m O O t h m u s c l e l a y e r ，

a n d a m el a n o c y t e l a y e r ． T h e m u s cl e l a y
e r c o n t ai n s a fi n e n e r v e pl e x u s o f u n m y eli n a t

e d fi b e r s

a n d i n t e r stiti al c ell s o f t h e o v a ri a n w all ． T h e p r o c e ss e s o f t h
e t h e c a c e11 s a r e i n c o n t a c t w i t h th e

i n t e r stiti al c ell s o f t h e o v a ri a n w all ． U si n g hi st o c h e m i c a l m e t h o d s ，
t h e fi n e n e r v e p l e x u s e s s h o w

a c et y l c h oli n e st e r a s e
－

a Ct i v e v a ri c o s e fib e r s ． I n e l e c t r o n m i c r o g r a p h s ， t h e v a ri c o sit i
e s a p p e a r a s

a x o n al e x p a n si o n s ， C O n t ai n i n g m a
n y a g r a n u l a r s y n a p ti c v

e si cl e s a n d l a r g e g r a n u l a r s y n a p ti c v e si
－

cl e s
，
a n d p a rti a11 y l a c k i n g a S c h

w a n n c ell s h e at h － T h e a x o n al e x p a n si o n s c a n b
e cl a s si fi e d i n t o

t w o ty p e s こ T y p e
－ D くdi st a n t s y n a p s el ， t h o s e l o c at e d al o n g t h e fi n e n e r v e b u

n dl e a n d f a ci n g th e

ti s s u e s p a c e l o c at e d
a m o n g t h e s m o o t h

．
m u s c l e c ell s

，
a n d T y p e

－ C くc o n t a c t s y n a p s eJ ， t h o s e i n

c o n t a ct w it h t h e g r o o v e s o f t h e s m o o t h m
u s cl e c ell s ． T h e r ati o o f T y p e

－ D t o T i p e
－ C i n n u m b e r

w a s l l こ9 ． T h e r a ti o o f a g r a n u l a r v e si c l e s t o l a rg e g r a n u l a r v
e si cl e s i n n u m b e r w a s 6 二1 － T h e w all

o f t h e o v i d u c t c o n si st s o f a n e p it h eli a l c e11 1 a y e r a n d
a t h i c k l a y e r c o n t ai n i n g m a n y i n t e r stiti al

c ell s ． T h e a x o n s o f t h e u n m y eli n a t e d fi b
ヒr s f b r m a c o n t a ct s y n a p s e t o t h e i n t e r s titi al c ell s o

f th e

o v id u ct ． T h i s t y pe O f sy n a p s e i n
t h e o v id u ct al s o c o n t ai n s m a n y a g r a n u l a r s y

n a p ti c v e si cl e s

a n d l a rg e g r a n u l a r s y n a p ti c v
e si cl e s － T h e r ati o o f a g r a n u l a r v e si cl e s t o l a r g e g r a n u l a

r v e si cl e s i n

n u m b e r w a s 2 ニ1 ．


